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【その他】
　実習中は現地の学生がなにかと世話ししてくれたのですが，みんなとても優しくて面白くて仲良くなるこ
とができ，本当に楽しかったです。毎日夕食は現地の学生にいろいろなところに連れて行ってもらったり，
週末は遊びに連れていってもらったりしました。毎週グループが変わったのでたくさんの学生と仲良くなる
ことができました。
　現地では寮の近くにセブンイレブンがあるので必要最低限はそこでそろいました。スーパーに行きたい時
などは現地の学生に頼んだりして連れて行ってもらいました。基本的には毎日外食でした。マレー料理は少
し辛いですがとてもおいしかったです。物価が非常に安いので毎日ほとんどお金はかかりませんでした。渡
航費用もそこまで高くないので，金銭面はあまり心配ないと思います。
　マレーシアと日本ではまれな感染症がcommon diseaseだったり，DMの人口が非常に多かったり逆に悪
性腫瘍は少なかったりと疾病構造が日本とは異なり非常に興味深かったです。またマレーシアでは医学生は
女子のほうが多く，男子学生は 3 割程度でした。
【感想】
　長いようであっという間の 3 週間でした。最初は英語力や学生や先生方とのコミュニケーションなどさま
ざまな不安はあったのですが，マレーシアの人は本当にみんな優しくてそんな困ったときはいつでも助けて
くれてそのような心配は全く不要でした。今回の実習で海外の日本とは違った医療に触れることができとて
も良い刺激になりました。最後になりましたが，今回のような素晴らしい実習をさせていただき，富山大学，
マラ工科大学の先生方に深く感謝しています。ありがとうございました。
週末滝に遊びに行ったとき クアラルンプールの公園にて
